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死亡危険度に関するコホート効果の探索













 （3．1）                 カゴ5＝exp（μ十α’十τ5），   5＝1，．．．，15；ノ＝1，．．．，18
で表現する．ただし，Σαゴ＝Στ5＝Oである．このとき，カテゴリー（5，ブ）における肝がん死亡数は，
人口数をmオ5とすると
 （3．2）              m幻力幻＝mわexp（μ十α｛十η），   タ＝1，．．．，15；プ＝1，．．．，18
を期待値とするポアソン分布に従うものとみたされる．さらに各カテゴリーでの死亡の発生が互いに独
立であるとすると，観察死亡数のデータ｛ル｝が与えられたとき，次式のようだ尤度関数が導かれる．
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ただし，Q幻＝m｛5exp（ρ十公十デ5），m〃＝1－mod（プー尾一2，5）／5であり，［オ］はガウス記号（産を超え
たい最大の整数）を表す．
